
【
エ
ッ
セ
イ
】

新
聞
醜
悪
録
続
貂

―
―
言
語
時
評
・
十
五
―
―

工

藤

力

男

十
一
年
前
、
毎
日
新
聞
は
、「
数
字
を
読
み
や
す
く
」
す
る
た
め

に
「
漢
数
字
が
原
則
だ
っ
た
数
字
の
表
記
を
き
ょ
う
か
ら
洋
数
字
に

変
え
ま
す
」
と
い
う
社
告
を
出
し
て
数
字
の
表
記
を
変
え
た
（1996.

4.
1

）。
予
測
し
て
い
た
そ
の
日
が
遂
に
来
た
こ
と
を
し
っ
て
、
わ

た
し
は
論
文
「
現
代
表
記
の
論
理
と
美
学
」（『
成
城
国
文
学
』
十
五
号

1999.
3

）
を
次
の
文
章
で
結
ん
だ
（
以
下
、
旧
稿
と
す
る
）。

「
い
わ
ん
と
欲
す
る
こ
と
が
な
ん
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
れ
を

言
い
あ
ら
わ
す
に
は
一
つ
の
言
葉
し
か
な
い
。」（
杉
捷
夫
訳
に

よ
る
）、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
は
『
ピ
エ
ー
ル
と
ジ
ャ
ン
』
の
初
め

に
こ
う
記
し
て
い
る
。
日
本
語
に
は
正
書
法
が
な
い
。
だ
か
ら

な
お
の
こ
と
、
そ
の
言
葉
を
そ
こ
に
書
き
記
す
最
適
の
表
記
を

選
ぶ
こ
と
が
、
書
き
手
の
責
任
に
な
る
の
で
あ
る
。

去
り
し
二
月
の
転
居
を
機
に
、
わ
た
し
は
二
十
年
来
の
毎
日

新
聞
購
読
を
や
め
た
。
不
快
に
金
を
払
う
こ
と
は
な
い
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
今
、
わ
た
し
が
快
く
読
め
る
日
本
語
の
新
聞
は

な
い
。

以
来
、
出
勤
し
た
日
は
学
部
の
講
師
控
室
で
一
服
し
な
が
ら
備
え

つ
け
の
新
聞
を
瞥
見
す
る
。
長
い
休
暇
中
は
新
聞
を
み
な
い
日
が
続

く
こ
と
に
な
る
。
日
曜
日
だ
け
は
読
書
欄
を
よ
む
た
め
、
近
く
で
朝

日
新
聞
を
購
入
し
て
不
快
感
の
増
殖
に
た
え
て
い
る
。
朝
日
に
義
理

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
定
点
観
測
す
る
た
め
に
変
え
な
い
の
で
あ

る
。
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新
聞
の
日
本
語
を
醜
悪
だ
と
い
っ
た
の
は
高
島
俊
男
さ
ん
で
あ
る
。

旧
稿
に
も
ひ
い
た
こ
の
人
の
率
直
な
発
言
「
新
聞
醜
悪
録
」（
文
春

文
庫
『
本
が
好
き
、
悪
口
言
う
の
は
も
っ
と
好
き
』、
初
出
は
『
出
版

ニ
ュ
ー
ス
』1991.

4
。
以
下
、
高
島
Ａ
と
す
る
）
の
威
を
借
り
た
続
貂

で
あ
る
。
言
語
に
対
す
る
高
島
さ
ん
の
感
性
は
わ
た
し
と
き
わ
め
て

近
く
、
そ
の
発
言
の
ほ
と
ん
ど
に
賛
成
で
き
る
。
専
門
領
域
は
中
国

学
と
日
本
学
で
異
な
る
う
え
に
、
学
識
の
深
さ
と
広
さ
は
比
ぶ
べ
く

も
な
い
の
だ
が
。

高
島
さ
ん
は
「
一
年
三
〇
〇
六
一
〇
五
日
？
」（「
お
言
葉
で
す
が

…
」
文
藝
春
秋

1996

。
以
下
、
高
島
Ｂ
と
す
る
）
と
題
し
て
、
毎
日
新

聞
の
社
告
に
す
ぐ
反
応
し
た
。
だ
が
、
わ
た
し
と
違
っ
て
そ
の
方
針

に
は
賛
成
だ
と
い
う
。
理
由
は
高
島
Ａ
所
収
の
「
年
は
二
八
か
二
九

か
ら
ず
」
に
み
え
る
。「
十
日
」
と
か
い
た
原
稿
を
、
出
版
社
の
編

集
部
が
勝
手
に
「
一
〇
日
」
に
変
更
し
た
こ
と
な
ど
へ
の
怒
り
を
記

し
た
う
え
で
、
そ
の
よ
う
に
「
百
」
を
「
一
〇
〇
」
と
か
く
よ
り
も

「
１
０
０
」
と
か
く
ほ
う
が
ま
し
だ
と
い
う
。
横
の
も
の
を
縦
に
す

る
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
文
化
の
受
容
に
お
け
る
、
東
の
〈
縦
の
原
理
〉
と
西

の
〈
横
の
原
理
〉
の
衝
突
が
生
ん
だ
困
難
な
問
題
が
あ
り
、
事
は
新

聞
に
限
る
わ
け
で
は
な
い
。
毎
日
新
聞
が
先
ん
じ
た
こ
の
方
式
は
次

第
に
他
紙
に
及
び
、
讀
賣
は
二
千
五
年
三
月
に
踏
み
き
っ
た
。
日
本

語
の
使
用
は
健
康
だ
っ
た
産
經
も
い
つ
の
ま
に
か
変
節
し
て
い
る
。

毎
日
の
こ
の
方
式
の
原
則
を
、
高
島
さ
ん
は
「
数
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字

で
書
き
、
語
は
漢
字
で
書
く
」
と
要
約
し
た
。
そ
の
結
果
、
新
聞
紙

上
の
日
本
語
の
光
景
は
ど
う
な
っ
た
か
を
本
稿
で
検
証
す
る
。
以
下
、

朝
日
新
聞
は
紙
名
を
省
き
、
括
弧
内
で
は
讀
賣
、
毎
日
、
産
經
、
東

京
の
各
紙
を
頭
文
字
で
す
ま
せ
、
夕
刊
に
は
小
字
「
夕
」
を
そ
え
、

必
要
に
応
じ
て
改
行
箇
所
を
二
重
線
「
‖
」
で
示
す
。
旧
稿
か
ら
ひ

く
用
例
に
は
日
付
を
省
く
。

新
聞
社
は
読
者
の
投
書
も
社
の
方
針
で
書
き
か
え
る
よ
う
だ
。

「
い
じ
め
を
防
ぐ
‖
リ
ボ
ン
は
１
歩
」（2006.

12.
24

）
は
中
学
生
の

投
書
の
標
題
で
あ
る
。
文
中
に
は
「
第
１
歩
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一

段
の
枠
に
標
題
を
二
行
組
み
す
る
た
め
「
第
」
の
字
を
削
っ
た
う
え
、

「
一
歩
」
を
「
１
歩
」
に
か
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
イ
ッ
ポ
は
〈
歩

数
〉
に
あ
ら
ず
、「
わ
ず
か
な
距
離
や
へ
だ
た
り
」（
新
潮
現
代
国
語

辞
典
）
を
意
味
す
る
〈
語
〉
で
あ
る
。
旧
稿
に
は
、
毎
日
新
聞
の

「
自
立
の
第
１
歩
」「
１
票
の
格
差
」「
１
村
１
品
運
動
」
な
ど
を
あ

げ
た
。
新
聞
記
者
は
「
一
日
一
善
」
を
し
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。

生
活
欄
の
投
書
「
父
の
描
い
た
絵
馬
」（2006.

12.
24

）
に
は
、
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「
２
階
の
３
畳
の
部
屋
」「
３０
余
年
」
な
ど
、
数
の
表
記
が
い
く
つ
か

あ
る
。
当
人
の
表
記
が
い
か
ほ
ど
残
っ
て
い
る
か
し
ら
な
い
が
、
こ

れ
が
六
十
歳
の
主
婦
の
表
記
と
は
考
え
が
た
い
。
か
り
に
そ
う
で

あ
っ
て
も
、
編
集
部
で
書
き
な
お
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
三
畳
間
は

日
本
建
築
で
最
小
の
居
住
空
間
を
含
意
す
る
。
我
が
学
生
生
活
の
始

ま
り
は
、
し
も
た
や
の
二
階
三
畳
間
で
あ
っ
た
。「
一
階
」（2006.
8.

27

生
活
面
）
と
「
２
階
」
を
書
き
わ
け
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

「
３０
余
年
」
に
は
高
島
Ａ
の
記
述
が
そ
の
ま
ま
適
用
で
き
る
。
す
な

わ
ち
、「
十
数
人
」
と
い
う
ば
あ
い
の
「
数
」
は
不
定
詞
だ
が
、「
一

〇
数
人
」
で
は
一
の
位
ま
で
明
白
な
の
で
、
不
定
詞
が
続
く
の
は
お

か
し
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
も
当
然
「
三
十
余
年
」
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

朝
日
新
聞
の
紙
面
全
体
の
数
詞
表
記
の
方
針
は
、
訓
よ
み
は
漢
数

字
、
音
よ
み
は
洋
数
字
と
み
え
る
。
す
る
と
、
六
十
七
歳
主
婦
の
投

書
（2002.

2.
4

）
の
「
一
人
、
２
人
、
５
人
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ヒ

ト
リ
、
ニ
ニ
ン
、
ゴ
ニ
ン
と
な
る
が
、
そ
れ
で
い
い
の
か
。
た
ま
に

目
に
す
る
「
４
人
」
は
シ
ニ
ン
か
。
同
じ
こ
と
は
書
評
に
つ
い
て
も

い
え
る
。
依
頼
原
稿
の
表
記
に
は
編
集
部
が
手
を
い
れ
る
こ
と
は
少

な
い
よ
う
な
の
で
、
執
筆
者
の
言
語
能
力
が
露
出
す
る
。
例
え
ば
、

「
六
つ
、
１２
人
、
１８
世
紀
、
２
人
、
二
つ
」（
陣
内
秀
信
稿
、2006.

7.

9

）。四
十
三
歳
主
婦
の
「
大
切
な
二
人
応
援
」（
讀2007.

3.
12

）
の
本

文
に
は
、
予
後
の
父
と
小
学
校
を
卒
業
す
る
娘
の
「
２
人
を
応
援
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
る
。
三
宅
島
復
興
の
た
め
に
二
輪
バ
イ
ク
の
国

際
レ
ー
ス
を
や
ろ
う
と
い
う
記
事
の
見
出
し
が
「
島
で
２
輪
レ
ー

ス
」（
讀
夕2006.

6.
5

）
で
、
本
文
は
「
二
輪
」
で
あ
る
。「
ダ
ウ
ン

サ
イ
ジ
ン
グ
に
っ
ぽ
ん
」（2003.

6.
1

）
は
、
本
文
に
「
２
ケ
タ
は

成
長
し
た
」、
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
「
二
つ
の
自
治
体
」
と
す

る
。
見
出
し
と
本
文
と
で
表
記
を
か
え
る
意
図
が
わ
た
し
に
は
理
解

で
き
な
い
。

現
在
の
新
聞
は
表
記
に
調
和
と
統
一
を
考
え
な
い
。
そ
の
醜
悪
ぶ

り
を
少
し
あ
げ
る
。「
約
３
０
０
本
の
う
ち
一
本
も
入
賞
を
果
た
せ

ず
」（
毎1998.

1.
12

）、「
２
千
数
十
億
円
」（2002.

4.
28

）、「
千
人

以
上
の
入
院
患
者
と
１
０
０
人
以
上
の
職
員
」（2003.

4.
20

）、「
６

年
に
一
度
」（2005.

1.
16

）、「
３
世
代
・
百
年
」（2005.

6.
19

）「
１

日
に
一
度
‖
７５
％
が
使
う
」（2006.

8.
20

）、「
数
十
〜
１
０
０
ペ
ー
ジ

」

（2006.
9.

3

）、「
千
人
か
ら
２
７
０
０
人
」（2007.

2.
25

）、「
１
０
０

倍
〜
千
倍
」（2007.

3.
5

）。
福
岡
が
「
１
０
０
万
都
市
」（2005.

10.

2

）
だ
が
ら
、「
１
０
０
畳
敷
き
」（2007.

2.
11

）
は
当
然
な
の
だ
ろ
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う
。
長
瀞
な
ど
の
奇
勝
は
「
１
０
０
０
畳
敷
」
か
。
天
下
の
大
新
聞

が
率
先
し
て
進
め
る
こ
の
方
式
を
群
小
新
聞
や
広
報
が
ま
ね
る
の
は

当
然
で
、「
千
500
〜
３
千
円
」（
広
報
東
京
都

2005.
2

）、「
２６
万
６

３
円
」（
広
報
ま
ち
だ

2005.
2.

11

）
と
な
る
。

日
仏
独
三
国
に
よ
る
中
国
の
高
速
鉄
道
受
注
競
争
を
、
東
京
新
聞

は
「
高
速
鉄
道
『
３
国
志
』」
の
見
出
し
で
報
じ
た
（2002.

6.
24

）。

毎
日
新
聞
夕
刊
の
短
詩
形
文
藝
を
扱
う
コ
ラ
ム
「
風
の
こ
と
ば
」
で
、

平
安
時
代
の
歌
合
せ
に
は
「
１
５
０
０
番
勝
負
」
も
あ
っ
た
と
す
る

の
は
、「
千
五
百
番
歌
合
」
を
意
識
し
た
こ
と
疑
い
な
い
（
旧
稿
）。

こ
の
調
子
で
「
小
倉
１
０
０
人
１
首
」
と
書
き
か
ね
な
い
。

高
が
数
の
表
記
と
思
う
人
は
次
の
一
文
を
ご
覧
ぜ
ら
れ
よ
。

ギ
リ
シ
ャ
神
話
「
イ
リ
ア
ス
」
な
ど
を
読
む
と
、
日
本
と
同
じ

よ
う
に
８
百
万
の
神
が
登
場
す
る
。

「
朝
日
求
人
」
面
、
事
業
の
成
功
者
の
談
話
を
ま
と
め
た
記
者
の
文

章
で
あ
る
（2006.

10.
22

）。
こ
れ
を
「
や
お
よ
ろ
ず
」
と
読
め
と

の
た
ま
う
だ
ろ
う
か
。

日
本
新
聞
協
会
発
行
の
『
放
送
で
気
に
な
る
言
葉
』（2003

）
と

い
う
本
が
あ
る
。
新
聞
協
会
が
な
ぜ
放
送
用
語
を
心
配
す
る
の
か
わ

か
ら
な
い
が
、
冒
頭
の
「
こ
の
冊
子
の
使
い
方
」
に
、
配
列
は
「
原

則
と
し
て
５０
音
順
」
だ
と
あ
る
。
編
者
は
五
十
音
と
５０
音
の
違
い
を

し
ら
な
い
よ
う
だ
。
い
ま
流
通
し
て
い
る
五
十
音
図
に
は
、「
ん
」

を
入
れ
て
も
、
四
十
六
字
、
四
十
五
音
し
か
な
い
の
が
普
通
だ
か
ら
、

こ
の
記
述
は
二
重
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

新
聞
の
例
で
は
な
い
が
、
先
年
、
世
田
谷
区
内
の
六
つ
の
大
学
が

提
携
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
組
織
を
「
世
田
谷
６
大
学
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
」
と
名
づ
け
る
案
が
教
授
会
に
か
か
っ
た
。
本
学
は
学
習
院

大
学
等
と
「
四
大
学
」
提
携
体
制
を
作
っ
て
久
し
い
、
組
織
の
名
前

は
固
有
名
詞
に
準
じ
、
東
京
六
大
学
の
例
も
あ
る
、
逐
年
で
大
学
数

が
ふ
え
る
よ
う
な
組
織
で
は
な
い
。
わ
た
し
は
そ
う
い
っ
て
「
六
大

学
」
と
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
支
持
が
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

伝
統
と
原
則
を
無
視
し
て
「
六
」
を
「
６
」
に
か
え
た
と
て
、
何
の

益
あ
ら
ん
や
。

金
田
一
春
彦
さ
ん
へ
の
私
信
に
「
金
田
１
」
様
が
出
現
し
、
毎
日

新
聞
の
「
余
録
」
は
「
世
界
４
大
文
明
」
と
か
く
（
旧
稿
）。
や
が

て
２
宮
尊
徳
、
北
島
３
郎
が
出
現
す
る
だ
ろ
う
。「
６
か
国
協
議
」

が
報
道
に
溢
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
歴
史
の
教
科
書
に
「
６
朝
時

代
」「
５
胡
１６
国
時
代
」
を
み
る
日
も
近
い
。
新
聞
は
「
富
士
５
湖
」

「
７
福
神
」「
金
沢
８
景
」
と
か
く
に
違
い
な
い
。

円
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
記
号
と
指
示
対
象
と
の
間
に
み
ら
れ
る
構
造
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的
な
対
応
を
、
鈴
木
孝
夫
さ
ん
は
「
構
造
的
写
像
性
」
と
い
い
、
そ

の
論
理
を
「
写
像
原
理
」
と
称
す
る
（
岩
波
新
書
『
教
養
と
し
て
の
言

語
学
』）。
ア
ラ
ビ
ア
数
字
に
よ
る
記
数
法
は
、
桁
の
数
が
そ
の
ま
ま

数
の
大
き
さ
に
反
映
す
る
写
像
原
理
に
よ
っ
て
い
る
。
一
方
、
数
も

単
位
も
漢
字
で
表
記
す
る
東
洋
の
方
式
は
そ
う
で
は
な
い
。
こ
れ
の

混
ぜ
書
き
が
長
所
を
消
し
あ
う
の
は
当
然
で
あ
る
。
旧
稿
に
あ
げ
た
、

成
城
学
園
創
立
八
十
周
年
記
念
募
金
の
「募

集
目
標
額
１０
億
円

」

に
対
す
る
「受

付
額

129,382,103円

」
を
、
一
瞥
し
て
比
較
で

き
る
人
が
ど
れ
ほ
ど
い
る
だ
ろ
う
か
。
東
洋
の
計
数
法
は
四
桁
刻
み

な
の
に
、
西
洋
の
三
桁
刻
み
記
数
法
に
よ
る
も
の
だ
か
ら
、
わ
た
し

な
ど
、
一
、
十
、
百
、
千
…
…
と
た
ど
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

高
島
さ
ん
が
忌
避
し
た
「
一
年
三
〇
〇
六
一
〇
五
日
？
」
方
式
が

普
及
し
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
暦
が
一
般
化
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。
世
界

が
狭
く
な
り
、
元
号
制
と
の
切
り
か
え
は
厄
介
き
わ
ま
り
な
い
。
明

治
十
年
を
キ
リ
ス
ト
暦
の
千
八
百
七
十
七
年
に
移
す
と
、
一
挙
に
五

字
ふ
え
る
。
そ
こ
で
、
横
原
理
の
記
数
方
式
か
ら
「
位
」
だ
け
を
か

り
て
縦
原
理
に
応
用
し
た
記
数
法
で
一
八
七
七
年
と
し
た
。
だ
が

困
っ
た
こ
と
に
「
０
」
に
あ
た
る
漢
字
「
零
」
が
使
い
に
く
い
。
一

か
ら
九
ま
で
の
数
字
に
比
べ
て
画
数
が
や
た
ら
に
多
く
、
例
え
ば

“1203”

は
「
一
二
零
三
」
と
な
っ
て
空
位
が
最
も
目
だ
つ
。
そ
こ

で
や
む
な
く
「
０
」
を
か
り
て
漢
字
列
に
交
え
た
。
わ
た
し
は
そ
う

推
測
す
る
。

か
ん
す
う
じ
く
ら
い
ど
り

こ
の
方
式
を
出
版
界
で
は
「
漢
数
字
位
取
記
数
法
」
な
ど
と
称

す
る
ら
し
い
が
、「
〇
」
は
漢
字
で
な
い
ば
か
り
か
、
起
筆
位
置
も

運
筆
方
向
も
わ
か
ら
ず
漢
字
も
ど
き
で
さ
え
な
い
。
わ
た
し
は
本
稿

ま
る

れ
い

を
か
く
に
あ
た
っ
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
漢
字
コ
ー
ド
が
「
○
」
と
「
〇
」

で
は
異
な
る
こ
と
を
初
め
て
し
っ
た
。
我
が
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー

の
画
面
で
は
二
つ
を
区
別
で
き
る
が
、
印
字
し
た
も
の
は
同
じ
に
み

え
る
。
実
際
の
印
刷
で
は
刷
り
わ
け
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
最
近
、

半
藤
一
利
『
昭
和
史
探
索

１
』（
ち
く
ま
文
庫
）
を
よ
ん
で
い
て
首

を
傾
げ
た
箇
所
が
あ
る
。「
リ
コ
ー
ル
票
四
○
九
万
○
五
七
八
票
」

（p.157

）
の
二
つ
の
「
○
」
が
数
と
は
み
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

多
く
の
倭
字
を
作
っ
た
日
本
人
が
０
に
相
当
す
る
倭
字
を
作
ら
な

か
っ
た
こ
と
は
悔
い
て
余
り
あ
る
。
日
本
の
鉄
道
の
初
期
、
時
刻
表

は
縦
書
き
で
、
空
位
の
「
〇
」
に
は
毛
筆
の
片
仮
名
「
ワ
」
に
近
い

も
の
が
あ
る
。
下
に
短
い
横
画
を
加
え
て
い
た
ら
、
漢
字
列
に
調
和

つ
く
り

す
る
倭
字
が
で
き
た
だ
ろ
う
に
（
片
仮
名
の
「
ワ
」
は
「
和
」
の
旁

れ
い

「
口
」
か
ら
う
ま
れ
た
）。
や
は
り
初
期
の
時
刻
表
に
は
、「
〇
」
が
他

の
漢
数
字
よ
り
若
干
小
さ
く
印
刷
さ
れ
て
空
位
で
あ
る
こ
と
を
主
張

し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
明
治
期
の
日
本
人
の
智
慧
だ
ろ
う
。「
〇
」
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を
使
う
な
ら
、
そ
う
し
た
く
ふ
う
が
欲
し
い
。

そ
の
空
位
の
「
〇
」、
当
初
は
「
二
千
〇
〇
四
年
六
月
」（
朝
野
新

報

1874.
11.

15

）
な
ど
と
も
か
か
れ
た
。
読
み
あ
げ
算
な
ど
の

「
跳
ん
で
」
の
要
領
、
ま
さ
に
空
位
で
あ
る
。
こ
の
方
式
は
、
明
治

六
年
の
「
小
学
校
及
生
徒
全
員
畧
表
」（
朝
野
新
報

1874.
11.

7

）

の
よ
う
に
、
多
数
の
項
目
を
一
覧
さ
せ
る
統
計
な
ど
に
特
に
有
効
で

あ
っ
た
。
多
く
の
国
民
が
こ
れ
を
目
に
す
る
の
は
鉄
道
の
普
及
に
よ

る
。
東
海
道
線
全
通
時
に
発
行
さ
れ
た
官
報
附
録
「
時
刻
運
賃
及
哩

数
表
」（1989

）
は
、
縦
組
み
で
現
在
な
み
に
整
っ
て
い
る
。

こ
の
記
数
法
に
よ
る
商
品
の
価
格
表
示
「
三
、
二
〇
〇
円
」「
一
、

れ
い

〇
〇
〇
円
」「
一
、
九
八
〇
円
」
が
、
い
ず
れ
も
〇
の
誤
脱
で
あ
っ

た
こ
と
を
旧
稿
に
紹
介
し
た
。
四
桁
刻
み
の
日
本
語
を
西
洋
の
三
桁

刻
み
で
か
い
た
ゆ
え
の
珍
事
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
今
年
の
ラ
ジ
オ

第
一
放
送
の
ニ
ュ
ー
ス
で
き
い
た
三
例
を
あ
げ
よ
う
。
一
月
十
四
日

の
朝
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
の
株
価
を
「
二
千
某
々
」
と
読
ん
で

「
二
万
某
々
」
と
訂
し
、
三
月
六
日
の
朝
に
は
「
一
万
二
百
某
々
」

と
報
じ
て
「
一
万
二
千
某
々
」
と
直
し
た
。
五
月
十
日
夜
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
、
司
法
試
験
制
度
の
変
更
に
よ
る
弁
護
士
登
録
者
数

の
増
加
を
、
前
年
比
で
「
百
人
余
り
」
と
言
っ
て
か
ら
「
千
人
余

り
」
と
言
い
か
え
た
。
原
稿
は
「
一
〇
〇
」
で
改
行
し
て
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

縦
の
原
理
と
横
の
原
理
の
衝
突
が
招
い
た
こ
の
矛
盾
に
対
し
て
、

わ
た
し
は
闇
雲
に
反
対
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
ち
ば
を
旧
稿

に
は
左
記
の
よ
う
に
か
い
た
。

日
本
人
の
言
語
生
活
で
、
数
を
表
記
す
る
機
会
が
最
も
多
い
の

は
年
月
日
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
多
く
の
国
民
が
、
キ
リ
ス
ト

暦
の
年
次
と
住
所
の
番
地
に
限
っ
て
こ
の
混
合
方
式
を
了
解
す

る
な
ら
、
そ
れ
も
よ
し
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。

「
一
九
八
〇
年
一
〇
月
二
〇
日
」
は
、
年
月
日
と
も
に
漢
字
代
理

の
「
〇
」
を
含
む
漢
数
字
記
数
法
で
あ
る
が
、
年
に
限
っ
て
「
〇
」

の
表
記
を
認
め
、
月
日
は
伝
統
ど
お
り
「
十
月
二
十
日
」
と
か
こ
う
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
歴
が
頻
繁
に
で
て
く
る
よ
う
な
文
章

に
何
回
も
「
千
九
百
云
々
」
と
書
く
の
は
欝
陶
し
い
だ
ろ
う
か
ら
。

著
作
の
ど
こ
で
宣
言
し
た
の
か
知
ら
な
い
が
、
高
島
さ
ん
も
「
二
千

三
百
年
も
前
の
大
昔
」「
西
暦
で
言
う
と
一
三
〇
〇
年
」
と
、
こ
の

方
式
で
か
い
て
い
る
（
文
春
文
庫
『
お
言
葉
で
す
が
…
③
』
所
収
「
文
化

輸
入
国
の
悲
哀
」）。
三
桁
の
年
も
四
桁
に
準
じ
、
例
え
ば
「
七
九
四

年
」
と
か
く
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
え
ま
い
。
よ
く
目
に
す
る
混
合
方

式
、
例
え
ば
「
十
一
月
二
五
日
」
は
い
か
に
も
お
か
し
い
。
因
み
に
、
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わ
た
し
は
手
書
き
で
は
「
廿
」「
丗
」
と
す
る
。

我
が
勉
強
部
屋
は
、
あ
る
町
の
四
丁
目
八
番
一
号
に
あ
り
、
居
室

は
集
団
住
宅
の
一
〇
三
号
室
で
あ
る
。
近
年
の
住
所
録
は
た
い
て
い

横
組
み
で
、
丁
目
・
番
な
ど
は
「
―
」
に
か
え
て
「４

―８

―１

」

と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
が
困
る
の
は
、
通
り
と
街
衢
の
「
四

丁
目
八
番
」
は
固
有
名
詞
で
あ
る
こ
と
、
特
に
「
丁
」
は
、
古
代
都

城
・
条
理
制
な
ど
の
「
条
」
に
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
１
条

天
皇
や
４
条
派
や
６
条
院
は
変
で
あ
る
。
居
室
の
「
一
〇
三
号
」
は

百
三
番
目
を
意
味
せ
ぬ
、
一
階
の
三
号
室
の
意
で
、「
〇
」
は
ま
さ

に
空
位
、
イ
チ
マ
ル
サ
ン
と
よ
む
道
理
で
あ
る
。

数
字
の
大
き
な
地
番
表
示
は
厄
介
で
あ
る
。
明
治
維
新
に
実
施
さ

れ
た
地
番
整
理
の
結
果
、
五
桁
の
番
地
も
あ
る
と
い
う
。
わ
た
し
は

「
三
千
二
百
五
十
六
番
地
」
の
よ
う
に
か
く
が
、
キ
リ
ス
ト
暦
の
年

次
と
住
所
表
示
は
例
外
と
約
束
し
て
お
け
ば
よ
い
。
そ
う
す
る
と
、

三
三
五
五
、
三
三
九
度
、
七
五
三
、
六
三
制
、
二
六
時
中
、
十
四
五

人
な
ど
も
誤
読
が
さ
け
ら
れ
る
。
数
字
が
多
く
用
い
ら
れ
る
新
聞
記

事
、
例
え
ば
国
家
予
算
の
解
説
な
ど
は
、
株
式
市
況
・
放
送
番
組
・

野
球
の
テ
ー
ブ
ル
な
み
に
横
組
み
す
れ
ば
よ
い
。
こ
れ
ら
の
紙
面
に

必
要
な
の
は
精
確
と
簡
明
で
あ
っ
て
、
日
本
語
の
美
し
さ
で
は
な
い
。

数
字
の
表
記
を
原
則
と
し
て
洋
数
字
に
か
え
た
理
由
を
、
讀
賣
新

聞
の
コ
ラ
ム
「
編
集
手
帳
」
は
「
一
瞥
し
て
頭
に
入
り
や
す
い
こ
と

な
ど
、
洋
数
字
の
利
点
は
い
く
つ
か
あ
」
る
と
し
た
（2005.

3.
2

）。

そ
し
て
『
江
分
利
満
氏
の
優
雅
な
生
活
』
を
ひ
き
、「
平
凡
な
勤
め

人
の
日
常
が
日
記
を
つ
づ
る
よ
う
な
淡
い
筆
づ
か
い
で
描
か
れ
て
い

る
」
と
し
て
、「
千
２
百
円
」
式
の
少
々
い
び
つ
な
表
記
を
、
時
代

の
変
わ
り
目
に
め
げ
な
い
戦
中
派
世
代
の
違
和
感
と
み
て
い
る
。
こ

の
作
品
は
純
粋
な
一
人
称
視
点
で
か
い
て
お
ら
ず
、
続
篇
『
江
分
利

満
氏
の
華
麗
な
生
活
』
と
も
に
小
説
作
法
に
違
反
し
て
い
る
。
そ
の

乱
雑
に
走
り
書
き
し
た
「
１
昨
年
」「
２
塁
手
」「
３
振
」
な
ど
の
ず

ぼ
ら
で
い
び
つ
な
表
記
を
、
天
下
の
大
新
聞
が
採
用
し
て
得
々
と
し

て
い
る
の
は
面
妖
と
い
う
ほ
か
な
い
。

洋
数
字
が
目
に
つ
き
や
す
い
の
は
、
文
字
の
構
成
原
理
が
漢
字
・

仮
名
と
異
な
る
の
で
目
だ
つ
だ
け
の
こ
と
、
い
な
、
目
だ
ち
す
ぎ
る

の
で
あ
る
。
だ
が
、
目
に
つ
き
や
す
け
れ
ば
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

見
出
し
の
「
００
年
」
は
ど
う
読
む
の
か
、「
２６
万
３
４
５
６
円
」
に

整
合
性
が
あ
る
と
い
え
る
か
、
平
安
時
代
の
学
者
、
大
江
匡
房
の
没

年
を
「
１
１
１
１
年
」
と
書
い
て
快
い
か
、
と
わ
た
し
は
問
い
た
い
。

「
光
回
線
契
約
５００
万
件
超
す
」（2006.

6.
4

）
と
い
う
四
百
字
た
ら
ず

の
記
事
は
、
七
ヶ
所
で
契
約
者
数
を
縦
組
み
に
し
、
数
字
列
の
途
中
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六
ヶ
所
で
改
行
し
て
い
る
。
わ
か
り
に
く
い
こ
と
こ
の
う
え
な
い
。

算
数
や
数
学
の
教
科
書
に
、
数
値
の
途
中
で
改
行
し
た
も
の
が
あ
っ

た
ら
み
た
い
も
の
だ
。

ロ
ー
マ
字
綴
り
も
同
じ
こ
と
。
あ
る
藝
人
か
ら
の
聞
き
書
き
の
一

部
に
、

１２
月
１０
日
に
東
京
・
ル
ミ
ネ
ｔ

ｈ
ｅ
よ
し
も
と
で
単
独
ラ
イ
ブ

「
博
多
ｔ
ｈ
ｅ
よ
し
も
と
７
じ
す

ぎ
〜
染
ま
っ
て
た
ま
る
か
」
を
や

り
ま
す
。

（2006.
6.

10

）

と
あ
る
。
日
英
語
混
合
表
記
を
一
読
し
て
、
わ
た
し
は
な
ん
の
こ
と

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
出
版
さ
れ
た
本
の
題

を

『
Ｖ
ｉ
ｂ
ｒ

ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ

ａ
ｎ
ｄ

Ｗ
ａ
ｖ
ｅ
ｓ

ｉ
ｎ

Ｐ
ｈ

ｙ
ｓ
ｉ
ｃ
ｓ
』

（2007.
1.

28

）

と
二
箇
所
で
ぶ
つ
ぎ
り
に
し
た
の
は
、
横
の
も
の
を
縦
に
し
た
の
だ

か
ら
日
本
語
な
み
だ
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

横
の
も
の
を
横
の
ま
ま
に
か
い
た
ら
い
い
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。

「踊
る
大
捜
査
線
Ｔ
Ｈ

Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｅ

」
（2006.

10.
1

）

T
hink

G
lobally,A

c

t
L

ocally!

（2007.
4.

1

）

は
と
も
に
教
育
欄
の
例
。
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ

た
田
口
選
手
の
談
話

「W
ho

expected
I

w
ould

hit
a

hom
e

r

un?

」

（2006.
10.

15

）

も
あ
る
。
英
語
の
音
節
に
配
慮
せ
ず
語
の
途
中
で
改
行
す
る
こ
と
を
、

記
者
や
校
閲
部
員
は
ど
こ
で
学
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
読
者
層
が
か
な
り

限
ら
れ
る
に
違
い
な
い
、
日
曜
日
の
読
書
欄
も
同
様
で
、

A
lpho

nso
L

ingis

（2007.
2.

18

）

N

orm
a

Johnston

（2007.
4.

15

）

L
e

onard
J.Schoppa

（2007.
4.

22

）

と
あ
る
。
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洋
数
字
表
記
を
採
用
し
た
新
聞
社
の
真
意
は
別
に
あ
る
、
と
わ
た

し
は
み
て
い
る
。
紙
幅
の
節
約
で
あ
る
。「
五
月
八
日
」
と
「
十
二

月
三
十
一
日
」
の
字
数
は
四
対
七
だ
が
、「
５
月
８
日
」
と
「
１２
月

３１
日
」
は
同
じ
に
な
る
。
洋
数
字
の
効
果
は
見
出
し
に
お
い
て
特
に

顕
著
で
、
大
き
な
見
出
し
に
は
四
桁
ま
で
の
数
字
を
く
み
、
一
字
分

に
圧
縮
し
て
い
る
。
だ
が
、
本
文
で
は
そ
れ
が
無
理
で
一
行
に
く
む

の
で
、
か
え
っ
て
紙
幅
を
く
う
皮
肉
な
事
態
に
な
る
。
同
じ
数
値
を

一
行
に
収
め
る
に
あ
た
っ
て
、
見
出
し
で
は
横
に
、
本
文
で
は
縦
に

く
む
、
こ
れ
こ
そ
世
上
に
氾
濫
す
る
、
新
聞
の
醜
悪
日
本
語
の
極
み

で
あ
る
。

統
一
地
方
選
挙
が
始
ま
る
日
の
讀
賣
新
聞
は
、
東
京
版
に
都
の
選

挙
人
名
簿
登
録
者
数
を
二
段
抜
き
見
出
し
で
次
の
よ
う
に
報
じ
た

（2007.
3.

22

）。

本
文
に
は
前
回
比
の
増
加
数
を
あ
げ
て
お
り
、
当
日
の
有
権
者
数
は

か
わ
る
の
だ
か
ら
、
一
の
位
ま
で
示
す
必
要
は
全
く
な
い
。「
約
千

四
十
万
人
」
で
十
分
で
あ
る
。

左
に
掲
げ
る
二
つ
の
見
出
し
を
読
者
は
ど
う
み
る
だ
ろ
う
か
。

甲（２００６．５．２８）

乙（２００７．４．１５）

甲
は
、
北
海
道
開
発
局
関
係
の
国
家
公
務
員
数
の
純
減
を
千
人
以
上

に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
時
期
の
記
事
で
あ
る
。
そ
こ
で
重

要
な
千
三
人
と
い
う
数
を
、
わ
た
し
の
老
眼
で
は
読
み
に
く
い
肩
身

の
狭
い
字
で
報
ず
べ
き
で
は
な
い
。
乙
の
副
見
出
し
は
続
く
三
つ
が

０
な
の
で
ど
う
に
か
読
め
る
が
、
８３６９
と
で
も
あ
っ
た
ら
老
眼
鏡
に
拡

大
鏡
を
重
ね
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
乙
の
本
文
は
、
三
月
三
十
一
日

だ
け
で
「
約
１
０
０
０
件
に
の
ぼ
っ
た
」
と
結
ん
で
お
り
、
見
出
し

の
１０００
は
概
数
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
高
島
さ
ん
が
い
う
よ
う
に
、
一
の

位
の
０
は
、
数
値
が
定
数
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

中
国
の
新
聞
『
人
民
日
報
』
は
い
つ
か
ら
か
本
文
を
横
組
み
に
統

一
し
た
。
見
出
し
に
は
縦
組
み
も
あ
り
、
そ
の
組
み
方
が
徹
底
し
て

い
る
（2007.

3.
7

）。
ご
く
稀
に
は
「
二
〇
〇
七
」
型
も
み
る
が
。
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融
通
無
碍
に
安
住
す
る
こ
の
国
の
新
聞
と
、
原
則
に
頑
固
な
か
の
国

の
新
聞
と
の
違
い
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
方
式
は
週
刊
誌
に
広

が
っ
て
久
し
く
、
余
波
は
一
部
の
月
間
総
合
雑
誌
に
も
及
ん
で
い
る
。

そ
の
う
ち
わ
た
し
は
「
総
合
雑
誌
醜
悪
録
」
を
書
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

本
稿
に
述
べ
た
こ
と
は
国
語
政
策
の
一
環
と
し
て
処
置
す
べ
き
な

の
に
、
議
論
さ
れ
た
と
い
う
記
憶
が
な
い
。
む
か
し
国
語
審
議
会
、

い
ま
文
化
審
議
会
国
語
分
科
会
の
怠
慢
の
つ
け
で
あ
る
。

今
春
の
本
学
某
学
部
の
入
学
試
験
、
国
語
〔
二
〕
の
本
文
は
十
三

の
小
段
落
か
ら
な
り
、
一
か
ら
十
三
ま
で
番
号
が
つ
い
て
い
た
。
最

後
の
設
問
に
、
こ
れ
を
大
き
く
起
・
承
・
転
・
結
と
い
う
段
落
構
成

で
と
ら
え
る
と
、
結
に
相
当
す
る
の
は
第
何
段
落
以
降
か
、「
漢
数

字
で
答
え
な
さ
い
。」
と
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
１０
」
と
か

「
１１
」
と
か
書
い
た
答
案
の
な
ん
と
多
か
っ
た
こ
と
か
。
漢
数
字
を

し
ら
な
い
日
本
人
が
よ
っ
ぽ
ど
殖
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

千
葉
県
茂
原
市
の
婦
人
が
、
娘
婿
「
十
」
さ
ん
の
誕
生
日
を
祝
う

ケ
ー
キ
を
電
話
で
注
文
し
、
名
前
を
念
入
り
に
「
漢
字
の
ジ
ュ
ウ
」

と
伝
え
た
。
ケ
ー
キ
屋
か
ら
届
い
た
そ
れ
に
は
「
１０
さ
ん
へ
」
と

あ
っ
た
と
い
う
（2001.

3.
4

生
活
欄
）。

（
二
千
七
年
春
）

追
記

査
読
し
て
く
れ
た
編
集
委
員
の
意
見
に
よ
っ
て
訂
正
し
え
た

箇
所
が
あ
る
。
意
見
の
中
に
は
、
横
書
き
は
い
か
に
、
と
い
う

質
問
も
あ
っ
た
。
本
稿
は
縦
書
き
に
限
っ
て
論
じ
た
が
、
横
書

き
の
ば
あ
い
は
、
横
す
な
わ
ち
〈
西
の
論
理
〉
が
加
わ
る
の
で

当
然
異
な
る
。
縦
書
き
で
大
江
匡
房
の
没
年
「
１
１
１
１
」
が

お
か
し
い
よ
う
に
、
横
書
き
で
「一

一
一
一

」
は
お
か
し
く
、

「１
１
１
１

」
が
釣
り
あ
う
。
し
か
し
、
二
人
三
脚
、
三
三
五

五
、
四
捨
五
入
な
ど
は
縦
横
に
関
わ
ら
な
い
。
こ
れ
ら
は
辞
書

に
搭
載
さ
れ
る
「
語
」
で
あ
っ
て
、
変
化
し
つ
づ
け
う
る

「
数
」
で
は
な
い
。
縦
の
「
七
八
人
」
を
横
に
「７

８
人

」
と

は
書
け
な
い
の
だ
か
ら
、
是
非
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
書
き
た
か
っ

た
ら
、「７

人
か
８
人

」「７
人
ほ
ど

」
と
で
も
書
く
ほ
か
な
い

だ
ろ
う
。
縦
か
横
か
で
文
体
も
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

初
校
の
最
中
、
七
月
廿
二
日
の
朝
日
新
聞
「列

島
３６０ °

」
欄

に
訂
正
記
事
が
で
た
。
十
五
日
の
同
欄
「
市
民
の
財
政
白
書
」

の
メ
モ
「
０４
年
か
ら
の
三
位
一
体
改
革
で
削
減
さ
れ
た
地
方
交

付
税
の
額
」
の
「
５１
兆
円
」
は
、「
５
兆
１
千
億
円
」
の
誤
り

だ
と
い
う
。
元
の
資
料
に
は
三
桁
刻
み
の
「５１０

,０００
千
円

」

と
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
初
校
の
お
り
に
記
す
）

96


